






































































































































































































0 3.2 10.3 2.6 7.8 4.7 197.1 238.0 530.2
1 4 9.4 3.6 7.6 5.1 146.7 148.9 366.4
2 4.3 10.7 3.7 8 5.4 181.5 160.9 436.0
3 3.8 11.1 3.4 10.2 5.2 227.0 247.0 604.4 

















































































































◇解析1-1 パラメータ：2階床剛性 ◇解析1-2 パラメータ：小屋組剛性
F2SF2N
K2NS＝1.0,0.1













































































































































































F2N-F1N F1N-F0 F2S-F1S F1S-FGS FGS-F0

























































































































































































































































































建物重量 Ｍ0 Ｍ1 Ｍ2
⊿Ｍ1
剛性 k 一定










































































X Z Z Ｘ Y
Ｘ
YZY






























































































































































































































































平城宮跡南殿第一殿 6.60 0.22 0.23
平城宮跡南殿第二殿 6.60 0.21 0.24
長福寺本堂 7.60 0.40 0.39
元興寺極楽坊禅室 8.40 0.44 0.39
當麻寺奥院本堂（改修前） 9.05 0.60 0.58
當麻寺奥院本堂（改修後） 9.05 0.55 0.47





東大寺転害門 10.64 0.69 0.53
薬師寺東院堂 10.86 0.53 0.47
元興寺極楽坊本堂 11.86 0.51 0.46
法隆寺大講堂 13.56 0.59 0.48
清水寺仁王門 14.00 0.63 0.30
法隆寺中門 14.44 0.64 0.56
鑁阿寺本堂 15.26 0.56 0.58
唐招提寺金堂 15.66 0.91 0.63
法隆寺金堂 16.41 0.56 0.48
円覚寺山門 16.50 0.76 0.63
光明寺山門 16.80 0.75 0.78
建長寺山門 19.60 0.83 0.73
南禅寺三門 22.01 1.06 0.80
微動計測による振動特性の推定
























ケースA 65.51 2.49 16.03 ―― 2.56 16.95 ――
ケースB 24.99 3.83 14.47 0.90 3.95 15.39 0.91






減衰定数(%) 梁間方向 桁行方向CH1 CH3 CH4 CH2 CH5 CH6
ケースA 人力加振 2.95 4.01 2.15 3.30 3.31 3.54RD法 2.83 2.82 1.43 1.80 1.89 2.08











































































ケースA (修理前) ケースB (瓦,葺土なし) ケースC (小屋組なし)
1次モード
3.95Hz
3.57Hz
2.56Hz
2.56Hz 3.96Hz
3.39Hz 5.21Hz
5.48Hz
7.12Hz
5.78Hz
２次モード
３次モード
4.83Hz
社寺の構造解析の問題点
小屋組を剛体とした場合
・解析において小屋組を剛とした場合
実測と比べて１次、２次の振動モードが逆転する
（桁行き方向と張間方向）
まとめにかえて：
既存木造建築物の構造解析のためのモデル化の妥当性を確
認するという意味において、実測による振動モードの評価は
有効である。
